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講演いただいたテーマ

太陽系 小惑星・彗星

近傍宇宙 UfdG、楕円銀河（Mira型星）
銀河系内 YSO食連星
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z 近傍宇宙

遠方銀河
最遠方

UfdG、楕円銀河（Mira型星）

銀河団、原始銀河団、
LBG、LAE、QSO

SNe 近傍銀河

GRB



各講演からの
装置スペック要求

• ణশcoverage
短：0.8 µm ~ ?
শ：~ 3 µm ?

• ణশ分ੰ能
低：~ 500 ?
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低：~ 500 ?
中：~ 2000 ?
高：~ 50000 !?

• フィルター
NB, MB, Tunable
� 既存装置との住み分け
� TAOサイトだからこそ出来ること



各講演にৄる
TAO-NIRCAMの独自性

すばる MOIRCS, Ultra-VISTA
多色同時（撮像・分光）

Facility Keywords
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TAO

多色同時（撮像・分光）

FLAMINGOS, 
GLAO, 柔軟・豊富な観測時間、
大気්過૨

t 他サーベイからのインプット

この時までにやられてしまうこと
MOS Multiplicity の要求২は？
J,H,Kの同時分光のྟৡ？



各講演にৄる
TAO-NIRCAMの目指す所

� 豊富な観測時間を柔軟に。
� 新たな大気の窓での分光
� ँる୩ୠの৒਋（৒ଞ）観測
� Subaru/MOIRCSで出来ないこと
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� Subaru/MOIRCSで出来ないこと
（観測時間、AO、天体選択(HSC, VISTA)）



ୈ૛内ઍ عਃ能ع
• 可視チャンネル

遠方銀河、超新星での有用性
• OHS

R~5000分散素子で代用？
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R~5000分散素子で代用？
但し、汎用的過ぎる⇔時間運用の柔軟性。

• 多バンॻ同時のਹਡ：
タイミングが大事な観測（突発・変光天体）。
可視－NIRまで঳২に਄れると୦かと೶ਹ。



ୈ૛内ઍ ع運用ع
• 観測時間

使い方を工夫し、すばるとの差別化を。
• TAO/miniTAOの運用

miniTAOを併用したサイエンスの可能性。
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miniTAOを併用したサイエンスの可能性。
同時運用は予算次第。


